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＜連絡事項＞
・本日、深澤Dr不在となっています。
＜患者様連絡事項＞
・大澤　廣子様～夫様面会時、タッパーにカットりんご持参されています。面会後にリンゴ入
りのタッパーとジュースを本人様のチェストの上に置いてお帰りになってい
ます。他室侵入する患者様もおり、誤嚥等も考えられる為、部屋での面会
時は、大澤様に限らず注意していきましょう。大澤様の夫様には説明して
います。
・田中　稔美様～主治医不在のため、田名部Drへ、カリーユニ点眼、プロラノン点眼処方依頼。プロラノン点眼液は、当院でプラノプラフェン点眼液となります。
　　　　　　　　　　　LTCプラン加入のため、面会時に契約書にサイン貰って下さい。※Aユニットのファイルに挟んでいます。
・金沢　孝雄様～毎食のヨーグルトを食さず持ち帰り、冷蔵庫に溜まっている状態。本人と相

談し、ヨーグルトを朝のみに戻しています。
・栃木　春子様～臨時薬が本日までとなっているが、主治医不在のため田名部Drより1日分処方して頂いている。

・佐美　福蔵様～本日14：00～心理検査（MMSE,HDS-R,CDT）実施する予定でしたが、不穏
さあり、後日行うこととしています。
・堤　ヨシエ様～おいらせ病院処方のビビアントが4/11（月）までの残数となっています。
今後の受診予定について家族に確認の電話をしていますが、不在だったた
め、折り返し電話が来たら対応お願いします。
・赤見内　君子様～3/26（火）10：30退院予定となっています。25日主治医出勤時、27日～の定期薬は中止してもらいます。また、退院時処方の依頼をしていきます。

・澤村　幸次郎様～義歯預かりに関して不安な様子な為、遅Ｃが義歯洗浄し、本人の自室
へ返却して下さい。
・三浦　光子様～PSWより、八戸市保健所、高齢者支援センター、高齢福祉課、PSWと南病
棟1Fで3/26（火）14：30～面談したいとの連絡あり、実施予定です。

・南山苑より訪問調査依頼あります。3/25（月）10：00を予定しています。対象者は、三田　

よし子様、清水　進様となっています。
＜田中Dr診察＞
・山田　石見様～著変なし。喀痰培養の結果はまだきていない。

診察時、「あー」と声を出すよう指示すると、小さな声で時間は短いが発声

することは出来ている。
・工藤　ツイ子様～痰鳴が胸部にも共鳴しており、軟口蓋付近の残留物貯留があるものと思
われます。誤嚥性肺炎の原因になるものと考えられ、経管栄養後の十分
な吸引とともに、経管使用時の座位保持の徹底が必要です。

トータル1200ｍｌの経管流動が行われていますので、少し全体量を減らし
て、経管時間を短縮し、終了後の座位保持時間を2時間とれるようにし　て、夕の経管時間も早く終わるように工夫して、夜間の安静臥位を保持するような工夫をお願いします。

唾液を含めた口腔内吸引は頻回に行う必要があると思われます。

残念ながら嚥下訓練ができる状況にはなく、口腔ケアが唯一の対応策と
なっています。

口腔ケアの際に冷却口腔ケアスポンジでの咽頭刺激などを併用継続を試みてください。
逆流を抑える目的で、経管栄養1-2-1本＋白湯100ｍｌ×３回程度の水分量で管理の指示。その結果をふまえ、退院時に状態を退院先の施設へ伝えるようにとのこと。
＜田名部Dr診察＞
・岡田　由太郎様～鼻腔栄養、吸引指示1週間分、ツロブテロールテープ7枚（1日1回）で
継続処方となっています。
・村中　つや様～臨時薬同内容で7日分処方となっています。
・松本　好子様～臨時薬同内容で7日分処方となっています。
・松村　博美様～ロラゼパム（0.5）2T　2×朝・夕追加処方。他、臨時薬同内容で7日分処方
となっています。
・中村　美代子様～臨時薬同内容で7日分処方となっています。
・瀧又　孝光様～臨時薬同内容で7日分処方となっています。
・大澤　廣子様～臨時薬同内容で7日分処方となっています。
・金沢　孝雄様～小青龍湯は本日昼で飲み切りとなっています。本日夕よりマルスチン（1）
1T　1×夕で7日分処方となっています。
＜要注目患者様＞
・工藤　ツイ子様～痰鳴・流延なく過ごされています。経管栄養後は様子観察し、適宜必要
時吸引していきます。
・水野　和子様～傾眠あるもメイバランス朝：200ｍｌ、昼：180ｍｌ本摂取されています。点滴漏
れにて刺し替えしています。
・北村　サクラ様～昼食時、腰痛と眩暈の訴えあり、ホールにて食事、主：1/2、副：×となっ
ています。悲観的、妄想様発言なく経過されていますが、精神症状、神経
症状含め観察していきます。腰部には、湿布貼布し様子観察していきま
す。
・松村　保美様～便失禁なく過ごされていますが、都度、確認していきます。
・中居　伊佐男様～落ち着いて過ごされています。薬もスムーズに内服されています。
・澤村　幸次郎様～認知機能低下あり、点眼薬渡したら、都度回収して下さい。
・内田　勇三様～不調の訴えありましたが、発熱等なく過ごされています。本日、妻様面会あ
りましたが、不穏なく経過されています。

・清川　恵様～午前中、スタッフ付きまとい行為ありましたが、興奮なく過ごされています。午
後は、落ち着いて過ごされています。
・田中　稔美～私物に関して訴え聞かれています。カミソリやメモ用紙、服を見せて欲しい等
と話されています。説明していますが、理解に乏しい様子。本日、家族様面会
あり、その後、ドア開放行為あり介入しています。
・三上　ミヨ様～食事、朝：数口、メイバランスミニ1本、昼：数口　、メイバランスミニ1/4本
摂取されています。点滴漏れにて、刺し替えしてます。
・栃木　春子様～トイレや歩行状況に対し依存的発言が聞かれている。見守りで行動は、出
来ている。16:30頃より、奇声聞かれ、声高になり幻視発言ある為、16:45
不安時継続指示のセニラン2㎎2T服薬する。奇声あるも執拗さなし。
・佐美　福藏様～自分の要求が通らない事で興奮気味となり、スタッフの説明にも易怒的と
なる為、14：00不穏・興奮時継続指示のリスペリドン内用液（0.5）1P服薬す
る。徐々に興奮さが落ち着いている。
・宮崎　榮子様～妄想的発言聞かれています。他者がトイレに入る度に易怒的発言聞かれ
ています。

・杉山　千廣様～不穏さなく過ごされています。
・赤見内　君子様～服薬拒否ありましたが、時間をおいて内服しています。
＜褥瘡ない人評価＞
〇水野　和子様　OHスケール：6点
圧迫、ズレ力の排除
ベット上：車椅子への移乗
イス上：長時間の車椅子への移乗は避ける

スキンケア：寝具調整と皮膚の保清、週3回の入浴の実施
栄養状態改善
食事形態：メイバランスミニ1日3本
TP：6.4 　ALB：2.6
身長：130cm　体重：24kg　BMI：14.2
リハビリテーション：拘縮予防
〇上神田　實様　OHスケール7.5点
圧迫、ズレ力の排除
ベット上：車椅子への移乗
イス上：長時間の車椅子への移乗は避ける
スキンケア：週3回の入浴の実施、寝具調整と皮膚の保清
栄養状態改善
食事形態： MAラクフィア3本/日
身長：162ｃｍ　体重：49.5ｋｇ　BMI：18.9
リハビリテーション：拘縮予防
時々、臀部に発赤ある為、褥瘡にならないように体交していく。

〇角谷　守通様　OHスケール4.5点
圧迫、ズレ力の排除
ベット上：車椅子の移乗、除圧、下肢浮腫あり注意必要
イス上：長時間の離床は避ける

スキンケア：週3回の入浴の実施、皮膚の保清（排便時は毎回洗浄）
栄養状態改善
食事形態：常食、粗キザミ
体重：157ｃｍ　体重：59.1ｋｇ　BMI：23.9
リハビリテーション：拘縮予防
腰痛あり、体交し様子観察していく。

〇大山　敏子様　OHスケール4.5点
圧迫、ズレ力の排除
ベット上：体位交換の確認、声掛け。必要時、スタッフが体位変換実施。
イス上：臥床時間を設け、臀部除圧を図る。ホールで寝ている事が多い、臥床促す。同一体
位を避けるような声掛け。
スキンケア：週3回の入浴の実施、寝具調整と皮膚の保清
栄養状態改善
食事形態：常食　全量摂取
採血：3/4　TP：6.5　ALB：3.2　血糖124

身長：151ｃｍ　体重：49.5ｋｇ　BMI：21.5
リハビリテーション：拘縮予防
